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１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 86,961 9.8 6,000 2.7 5,908 1.6 4,105 2.6

2025年12月期第１四半期 79,164 10.1 5,843 16.9 5,817 14.8 4,002 13.9
(注)包括利益 2026年12月期第１四半期 4,269百万円( 19.0％) 2025年12月期第１四半期 3,587百万円(△7.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 62.27 －

2025年12月期第１四半期 60.69 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 335,453 188,576 56.2

2025年12月期 308,359 186,252 60.4
(参考) 自己資本2026年12月期第１四半期 188,576百万円 2025年12月期 186,252百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 30.50 － 29.50 60.00

2026年12月期 －

2026年12月期(予想) 30.00 － 28.50 58.50
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 169,579 7.2 11,647 △1.5 11,403 △2.7 7,805 △2.2 118.36

通期 341,000 6.5 21,720 △4.8 21,220 △5.9 14,540 △8.4 220.50
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年12月期１Ｑ 66,008,744株 2025年12月期 66,008,744株

② 期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ 68,671株 2025年12月期 68,385株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 65,940,210株 2025年12月期１Ｑ 65,940,763株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、その達成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因に
より大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等
については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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（参考）個別業績の概況
１．2026年12月期第１四半期の個別業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）個別経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 86,736 9.8 5,954 3.1 5,859 2.0 4,063 3.1

2025年12月期第１四半期 78,966 10.1 5,775 16.5 5,743 14.4 3,942 13.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 61.62 －
2025年12月期第１四半期 59.80 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 334,539 187,746 56.1

2025年12月期 307,484 185,470 60.3
(参考) 自己資本 2026年12月期第１四半期 187,746百万円 2025年12月期 185,470百万円
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①当第１四半期連結累計期間の経営成績

金額（百万円） 前年同四半期増減率（％）

売 上 高 86,961 9.8

営 業 利 益 6,000 2.7

経 常 利 益 5,908 1.6

親会社株主に帰属する

四半期純利益
4,105 2.6

当第１四半期連結累計期間（2026年１月１日～2026年３月31日）における日本経済は、素材業種では、非鉄金属

が自動車・半導体需要により改善した一方、中東情勢の緊迫化の影響で輸入原材料不足の懸念が強まった石油・石

炭、化学などが悪化したため、景況感は横ばいとなりました。加工業種では、堅調に推移した設備投資需要の影響

で、はん用機械や生産用機械等を中心に景況感が小幅に改善しました。先行きについては、中東情勢の緊迫化によ

る悪影響の本格化・長期化の懸念のため、総じて慎重な見通しとなります。

このような環境下で当社及び連結子会社は、いつの時代もお客様や社会から必要とされる企業を目指し、「がん

ばれ！！日本のモノづくり」の企業メッセージのもと、日本のモノづくりを支えるプラットフォーマーになりた

い。等、10項目の「ありたい姿」（能力目標）実現のための取組みを継続しました。このような取組みを通じてお

客様、ユーザー様にとって最高の利便性を提供することが、結果として環境負荷軽減などの社会貢献につながると

考えています。

サプライチェーン全体の最適化・合理化を図る主な取組みとして、「ニアワセ＋ユーチョク」（荷物詰合わせ＋

ユーザー様直送）の利用促進を更に強化しました。当社は在庫を多数保有しているだけでなく、最先端の物流機器

とデジタルを組み合わせて活用することで、複数の商品を１つの梱包に「ニアワセ」（荷物詰合わせ）し、卸売で

ある当社よりユーザー様へ直送することが可能となります。このサービスにより、納品リードタイムの短縮に加え、

得意先様の配送業務や送料を削減できます。また、配送や梱包資材にかかる二酸化炭素排出量などの環境負荷を軽

減することができ、環境保全につながる取組みとしてネット通販企業様を中心に高い評価を得ています。

さらに、「人や社会のお役に立ててこそ 事業であり、企業である」という企業のこころざしのもと、災害時でも

供給を止めないＢＣＰ対応力の更なる強化のために、独自に設定したＢＣＰ対応強化品の在庫積み増しや、自治体

や大手企業様との災害復興協定締結の拡大に取り組んでいます。現在は39の自治体（都道府県12、市区町村27）と

締結又は締結の合意をしており、災害時でもお役に立てる企業づくりを目指します。１月にはＳＭＣ株式会社が迅

速かつ一貫した生産体制の確立とサプライチェーンのＢＣＰ強化を目的に設立した遠野サプライヤーパークの敷地

内に、当社の在庫を保有するＳＭＣ遠野サプライヤーパーク支店を設立し、得意先様との協業を通じて、遠野サプ

ライヤーパーク内のサプライヤー様に必要とされる間接副資材の即納体制を構築しました。

これらに加え、ユーザー様商品引取りサービス「ユークル」や置き薬ならぬ置き工具「ＭＲＯストッカー」の拡

大、ＡＩ見積システム「即答名人」やＥＣサイト「トラスコ オレンジブック．Ｃｏｍクロス」の利用推進、在庫ア

イテム数や商品データ保有数の拡充、欠品・欠量を防ぐための在庫最適化、プライベート・ブランド商品のブラッ

シュアップ、修理工房「直治郎」の取組み強化などの施策を実施しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は869億61百万円（前年同四半期比9.8％増）となり、売上

総利益率は20.4％（前年同四半期は21.0％）となりました。販売費及び一般管理費は、売上の拡大に伴う出荷量増

加により運賃及び荷造費が増加したこと、2025年７月より実施した基本給の改定及び住宅補助手当の増額に伴い、

給与及び賞与ならびに福利厚生費が増加したこと、また、新基幹システム「パラダイス４」が１月に稼働し、支払

手数料や減価償却費が増加したことなどにより、117億59百万円（前年同四半期比9.2％増）となりました。この結

果、営業利益は60億円（前年同四半期比2.7％増）、経常利益は59億８百万円（前年同四半期比1.6％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は41億５百万円（前年同四半期比2.6％増）となりました。
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②セグメント別売上高の状況

当第１四半期連結累計期間

自 2026年１月１日

至 2026年３月31日

前年同四半期

増減率（％）

金額（百万円） 構成比（％）

ファクトリールート 56,957 65.5 6.9

ｅビジネスルート 22,012 25.3 18.7

ホームセンタールート 7,130 8.2 8.3

海外ルート 861 1.0 14.7

合計 86,961 100.0 9.8

１）ファクトリールート（製造業、建設関連業等向け卸売）

ファクトリールートにおいては、全国に28か所ある物流センター及び30か所ある在庫保有支店が、市場のニーズ

に即した在庫拡充を進め、受注頻度に合わせて在庫量を適切に管理することで得意先様の利便性向上に努めまし

た。また、ユーザー様の敷地内に設置する置き薬ならぬ置き工具「ＭＲＯストッカー」においては、新規導入の加

速や既存導入先との接点強化を通じて、サービス拡充を推進し継続的な売上創出を図りました。さらに、商品の引

取りが可能な全国56か所の拠点でユーザー様商品引取りサービス「ユークル」の利用を促進するなど、ユーザー様

の課題やニーズに合わせて解決策を提案する営業活動を積極的に行いました。これらの活動により、主に生産工場

の稼働に係る環境安全用品及び作業用品などの売上高が増加しました。

その結果、売上高は569億57百万円(前年同四半期比6.9％増)、経常利益は39億61百万円(前年同四半期比1.0％増)

となりました。

２）ｅビジネスルート（ネット通販企業等向け販売）

ｅビジネスルートにおいては、3,762社の仕入先様との協業を基軸に、約427万アイテムに及ぶ商品データベース

及び仕入先様の在庫データを、得意先様のシステムと連携させることで、商流集約の強化を図りました。また、ユ

ーザー様直送サービスの要となるI-Pack®（アイパック） [高速自動梱包出荷ライン]を導入した５か所の物流センタ

ーを中心に、全国の物流センターを最大限に活用することで、納期短縮・納期精度向上を主軸としたサービスの拡

充を進めました。これらの取組みにより、ｅビジネスに必要な高品質かつ得意先様ごとに合わせたサービスを提供

し、他社との差別化を図ることで利便性が向上し売上高の増加につながりました。また、商品分類別では、主に生

産工場の稼働に係る環境安全用品及びオフィス住設用品などの売上高が増加しました。

その結果、売上高は220億12百万円(前年同四半期比18.7％増)、経常利益は20億15百万円(前年同四半期比11.5％

増)となりました。

３）ホームセンタールート（ホームセンター、プロショップ等向け販売）

ホームセンタールートにおいては、建築現場などで働くユーザー様をターゲットとしたプロショップなど、各得

意先様に対し売場提案や商流集約に向けた営業活動を強化しました。また、ＥＣ事業を強化している得意先様に対

し、当社の約62万アイテムに及ぶ在庫と物流設備を活用したサービスを積極的に提案しました。これらの取組みに

より、得意先様のリアルとネットを融合したビジネスへの需要に応えることにより、ハンドツール及び環境安全用

品などの受注が増え、売上高増加に寄与しました。

その結果、売上高は71億30百万円(前年同四半期比8.3％増)となりましたが、費用の増加に伴い経常損失は15百万

円(前年同四半期は64百万円の経常利益)となりました。
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４）海外ルート（連結子会社業績、諸外国向け販売）

海外ルートにおいては、連結子会社である TRUSCO NAKAYAMA CORPORATION(THAILAND)LIMITED及び PT.TRUSCO

NAKAYAMA INDONESIAの業績と海外部の諸外国向け販売を含めています。連結子会社では、現地の市場ニーズに即し

た在庫を積極投入するなど、在庫を保有するメリットを活かした営業活動を行いました。また、現地得意先様及び

仕入先様の開拓を進めることで販売活動を強化しました。さらに、海外部の諸外国向け販売では、新規得意先様開

拓と既存の得意先様との協業強化を中心に行い、取引を拡大しました。

その結果、売上高は８億61百万円(前年同四半期比14.7％増)、経常利益は71百万円(前年同四半期比7.6％減)とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

資産合計は、前連結会計年度末に比べ270億94百万円増加の3,354億53百万円（前連結会計年度末比8.8％増）とな

りました。その主な要因は、現金及び預金が185億５百万円増加、売掛金が41億34百万円増加、商品が27億28百万円

増加、建設仮勘定が29億21百万円増加、ソフトウエアが20億68百万円増加したことによるものです。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末に比べ247億70百万円増加の1,468億77百万円（前連結会計年度末比20.3％増）と

なりました。その主な要因は、買掛金が40億９百万円増加、短期借入金が100億円増加、長期借入金が150億円増加、

未払金が31億25百万円減少、未払法人税等が18億73百万円減少したことによるものです。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ23億23百万円増加の1,885億76百万円（前連結会計年度末比1.2％増）と

なりました。その主な要因は、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益41億５百万円の計上により増加し、

配当金19億45百万円の支払により減少したことによるものです。自己資本比率は前連結会計年度末の60.4％から

56.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2026年２月13日発表の数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 47,594 66,099

売掛金 40,099 44,233

電子記録債権 3,140 1,885

商品 68,178 70,906

その他 2,638 2,559

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 161,646 185,681

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 60,561 60,822

機械及び装置（純額） 6,428 6,213

工具、器具及び備品（純額） 1,864 1,923

土地 39,371 39,381

建設仮勘定 25,218 28,140

その他（純額） 1,952 1,961

有形固定資産合計 135,398 138,441

無形固定資産

ソフトウエア 4,163 6,232

その他 2,941 773

無形固定資産合計 7,105 7,005

投資その他の資産

投資有価証券 3,007 3,239

繰延税金資産 632 373

再評価に係る繰延税金資産 154 154

その他 559 701

貸倒引当金 △143 △143

投資その他の資産合計 4,209 4,325

固定資産合計 146,712 149,772

資産合計 308,359 335,453
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 26,227 30,237

短期借入金 10,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 15,000 15,000

未払金 7,116 3,991

未払法人税等 3,637 1,764

賞与引当金 580 877

役員賞与引当金 - 33

その他 1,599 1,976

流動負債合計 64,161 73,879

固定負債

長期借入金 55,000 70,000

役員退職慰労引当金 151 151

長期預り保証金 2,786 2,844

その他 7 2

固定負債合計 57,945 72,998

負債合計 122,107 146,877

純資産の部

株主資本

資本金 5,022 5,022

資本剰余金 4,711 4,711

利益剰余金 175,139 177,300

自己株式 △84 △84

株主資本合計 184,789 186,949

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 963 1,122

土地再評価差額金 △335 △335

為替換算調整勘定 834 839

その他の包括利益累計額合計 1,462 1,626

純資産合計 186,252 188,576

負債純資産合計 308,359 335,453
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

売上高 79,164 86,961

売上原価 62,553 69,202

売上総利益 16,610 17,759

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 2,340 2,703

役員報酬 74 74

給料及び賞与 2,825 3,291

賞与引当金繰入額 848 851

福利厚生費 688 730

減価償却費 1,351 1,483

支払手数料 726 869

その他 1,909 1,755

販売費及び一般管理費合計 10,766 11,759

営業利益 5,843 6,000

営業外収益

受取利息 4 8

受取配当金 11 21

不動産賃貸料 37 36

その他 30 50

営業外収益合計 85 117

営業外費用

支払利息 84 181

賃貸収入原価 9 11

その他 17 16

営業外費用合計 111 209

経常利益 5,817 5,908

特別利益

固定資産売却益 0 -

特別利益合計 0 -

税金等調整前四半期純利益 5,817 5,908

法人税、住民税及び事業税 1,576 1,617

法人税等調整額 239 185

法人税等合計 1,815 1,802

四半期純利益 4,002 4,105

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,002 4,105
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 4,002 4,105

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △79 159

土地再評価差額金 4 -

為替換算調整勘定 △338 4

その他の包括利益合計 △414 164

四半期包括利益 3,587 4,269

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,587 4,269
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2025年１月１日 至 2025年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ファクトリー
ルート

ｅビジネス
ルート

ホームセンター
ルート

海外
ルート

計

売上高

作業用品 8,879 2,415 2,502 96 13,893 13,893

環境安全用品 9,714 3,654 1,289 40 14,699 14,699

ハンドツール 9,018 3,289 1,306 134 13,749 13,749

工事用品 6,277 2,408 489 63 9,238 9,238

物流保管用品 5,815 1,653 288 31 7,788 7,788

オフィス住設用品 5,157 2,281 255 33 7,727 7,727

生産加工用品 4,248 1,582 138 93 6,063 6,063

研究管理用品 2,148 863 25 42 3,079 3,079

切削工具 1,893 235 136 18 2,283 2,283

その他 128 160 153 197 640 640

顧客との契約から
生じる収益

53,281 18,545 6,586 751 79,164 79,164

外部顧客への
売上高

53,281 18,545 6,586 751 79,164 － 79,164

セグメント利益又は
損失(△)(注)１

3,921 1,806 64 77 5,870 △52 5,817

(注)１ 「セグメント利益又は損失(△)」は、経常利益又は損失を表示しています。

２ 「セグメント利益又は損失(△)」の調整額△52百万円は、各報告セグメントに帰属しない利益又は損失が含ま

れています。

３ 「セグメント利益又は損失(△)」は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。
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当第１四半期連結累計期間（自 2026年１月１日 至 2026年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ファクトリー
ルート

ｅビジネス
ルート

ホームセンター
ルート

海外
ルート

計

売上高

作業用品 9,599 3,002 2,603 104 15,309 15,309

環境安全用品 10,629 4,300 1,723 44 16,697 16,697

ハンドツール 9,278 3,613 1,422 168 14,482 14,482

工事用品 6,806 2,833 441 75 10,156 10,156

物流保管用品 6,074 1,833 248 34 8,190 8,190

オフィス住設用品 5,475 3,176 278 31 8,961 8,961

生産加工用品 4,401 1,763 129 115 6,410 6,410

研究管理用品 2,356 991 25 39 3,412 3,412

切削工具 2,124 302 118 22 2,568 2,568

その他 211 195 139 225 770 770

顧客との契約から
生じる収益

56,957 22,012 7,130 861 86,961 86,961

外部顧客への
売上高

56,957 22,012 7,130 861 86,961 － 86,961

セグメント利益又は
損失(△)(注)１

3,961 2,015 △15 71 6,033 △124 5,908

(注)１ 「セグメント利益又は損失(△)」は、経常利益又は損失を表示しています。

２ 「セグメント利益又は損失(△)」の調整額△１億24百万円は、各報告セグメントに帰属しない利益又は損失が

含まれています。

３ 「セグメント利益又は損失(△)」は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っています。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 1,357百万円 1,490百万円


